
猿でも解る(・・?V-
LOOKUP関数



はじめに…

VLOOKUPは理屈より体でルールを覚

えた方が早いです。

研修後に自分で表とグラフをつくっ

てみて完全習得をめざしましょう！



みなさんMR業務をしていて

・営業所の特定の施設の実績だけExcelファイルにま
とめたい。

・そのデータを定期的に更新したい。

・複数に分かれているエクセルを統合して分析した
い

そう思った事ありませんか？



V-LOOKUPとは
「VLOOKUP」（ブイ・ルックアップ）はExcel関数の1つで、表を縦方向に検索し、特定

のデータに対応する値を取り出すことができます。

よくある使い方としては

顧客ナンバー、施設ナンバーを使って

好きな数字を引っ張り好きな表が思うがままに作れるようになります。

毎日手打ちしていた内容が一瞬で終わる様になります。

※一度関数を作れば継続更新も楽々です

好きな場所に好きな数字を持ってこれる関数が

V-LOOKUPです！



初期設定（V-LOOKUPを一度も使ったことがない場合）

①数式タブをクリック

②関数の挿入
をクリック

③ここに
『VLOOKUP』と入力

検索開始

④『VLOOKUP』
を選択してOKを

クリック



休憩

初期設定は完了です！

ここまで大丈夫でしょうか？





注意点

VLOOKUPは検索値というものを最初に決めそれを足掛かりにデー
タを引っ張ります。
なのでこれは普遍的な値を使います。
スペース一つ入っているだけでエラーを起こします。
結構気難しいです…

VLOOKUPを使えるようになってから、
よくわからないエラーを起こす場合
8割がこの検索値間違いです。
あ！ここにスペースある！！とか結構あります。
頭の片隅に置いておいてください。いつか役に立ちます。

一般に作業する際は施設ナンバー(コード)や顧客ナンバーを使う
とよいです。(ぶっちゃけ変わらなければなんでもいいです。)



例題１実践

①数字を引っ張ってきたい
場所のセルを選んで
関数の挿入をクリック

②VLOOKUPを選んで
OKをクリック



検索値の指定

検索値に顧客コードを入力
私は列すべてをよく使います

今回はA列をクリックしてみてください

これでA列に書かれている
数字をさがせ！という命令
(今回はA４の3322)

になります



範囲の指定(どこから探す？)

選択範囲の左端は
は検索値(コード)

ほしいデータがあるところまですべ
て選択(大体元データすべて選択)



列番号の指定(抜き出す数字を選ぶ)

製品Aの表から抜き出す数字を選びます。
被検索値に選んだ列を１としてほしい数字がある列の順番を入力します。
今回は今期実績がほしいので３と入力します。
施設名が欲しければ２と入力しますし、先期実績が欲しければ４を入れます。



検索方法の指定

ここはfalseと入力いただければOKです。

基本脳死でfalseでいいです。
Trueを選ぶと
被検索値に完全に同じものが
ない場合近いものを選んで
持ってきます。

例111を検索値に設定
検索する表には
111のコードがなく112が存在
・false→error表示
・true→112の行の
指定の列番号が表示



必須のひと手間

検索値と範囲は E XC E Lのお節
介を防ぐため
＄＄固定を行います。

検索値と範囲の数字を全選
択して F 4キーを一回おして
ください



EXCELのバージョンでちょっと違います

ダブル
クリック

自動で下まで計算されない場合は
セルを選択して右下の小さな■をダブルクリックすると

自動で下まで計算されます。



B製品への書き換えが
うまくいかないときは

バージョンやなんらかの理由によっては
書き換えがうまくいかないときがあります。
そんなときの対応方法です。

VLOOKUPの数式は

（検索値,範囲,列番号,検索方法）の順番です。

『,』を目印にすれば範囲の場所がわかります。

＝VLOOKUP(@$A:$A,A製品!$A$2:$D$45,3,FALSE)では
A製品!$A$2:$D$45が範囲を表しています。

なのでここをそっくりデリートして

ここにカーソルをおいたまま、新たに範囲選択することで
大体の問題は解決します。



製品Bはさらに簡単

A製品の数式をBに
コピー＆ペースト

B製品のタブの名前をコピー
半角等の違いでerrorでるので

コピー推奨

=VLOOKUP(@$A:$A,A製品!$A$2:$D$42,3,FALSE)
この数式をのタブの部分である
A製品をB製品に書き換え

=VLOOKUP(@$A:$A,B製品!$A$2:$D$42,3,FALSE)
にするだけ



IFERRORを使いこなす



ERROR邪魔ですよね？

コード 施設名 A製品 B製品 C製品
3322クリニック７ 1980 742 394
5089病院３ 1636 798 240
6964病院８ 1905 685 1761
1425大病院７ 730 1570 333
999保健所１０ 1784 724 793
4118中病院１ 1355 #N/A #N/A



IFERRORを
使います

=IFERROR(,0)という計算式でVルックアップ

の式を囲みます

errorの場合は0を表示するという意味です。

C４の数式を囲むと

=IFERROR((VLOOKUP(@$A:$A,A製品!$A$2:$D$45,3,FALSE),0)

となります。

VLOOKUPの式を先に計算させるため

VLOOKUPの方も()で囲むので

()が二重になります。



ERRORが0に！

コード 施設名 A製品 B製品 C製品
3322クリニック７ 1980 742 394
5089病院３ 1636 798 240
6964病院８ 1905 685 1761
1425大病院７ 730 1570 333
999保健所１０ 1784 724 793
4118中病院１ 1355 #N/A #N/A

コード 施設名 A製品 B製品 C製品
3322クリニック７ 1980 742 394
5089病院３ 1636 798 240
6964病院８ 1905 685 1761
1425大病院７ 730 1570 333
999保健所１０ 1784 724 793
4118中病院１ 1355 0 0





ここをクリック
してCtrl+C

１月タブを
クリック



ここをクリックしてCtrl+V
最初のグラフを確認してみてください



ここの数式をCtrl+C
D6にCtrl+V



３を４に書き換え





最後に

一度数式を組んでしまえば

CSV出力したシートを更新するだけで数字が自動更新されます。

毎日CSV出力をするだけで数字の進捗をグラフ化することもできます。

検索値さえあればいかなるデータももってくることが出来ます。

弄っていればなんとなくわかる様になるとおもいます。

よくわからなければ。いつでもご連絡ください。


